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JUIDA SCHOOL AWARDS 2022 

◆ 活動内容応募資料 [vol.1] 

【理事⾧賞】NEXAIRS DRONE ACADEMY（株式会社 Five Star Group） 

【特 別 賞】Ocean One Drone School（合同会社オーシャンワン） 

星翔高等学校ドローンスクール（学校法人浪工学園） 

 

【感謝状贈呈校】 ＊順不同 

◆ 活動内容応募資料 [vol.2] 

 関西ドロ－ン安全協議会 大阪スクール（一般社団法人関西ドロ－ン安全協議会） 

 福島ドローンスクール（株式会社スペースワン） 

 D アカデミー関東埼玉校（株式会社ジュンテクノサービス） 

 名古屋守山ドローンスクール（株式会社イデオル） 

 西九州ドローンフライトアカデミー（株式会社ＴＳＷ） 

 MTC ドローンテクノポート神戸・熊谷（株式会社ミラテクドローン） 

 那加ドローンスクール（株式会社那加クレーンセンター） 

 レインボードローンスクール埼玉（埼玉スクール会場）（株式会社ホンダレインボーモーター

スクール） 

 横浜ドローンアイティー・スクール（ドローン・アイティー株式会社） 

 能登七尾ドローンスクール（有限会社七尾自動車教習所） 

 ドローン X アカデミー下関校（エックス・ワン株式会社） 

 

◆ 活動内容応募資料 [vol.3] 

 チューリップテレビ ドローンスクール（株式会社北陸チューリップ） 

 WHOOPS! ドローンスクール 江別校・札幌校・旭川校（株式会社 Yellow Buck） 

 奈良自動車学校ドローンスクール（株式会社奈良自動車学校） 

 IDS 池上ドローンスクール（株式会社ＩＤＳ） 

 DS ドローンスクール大阪（合同会社 Drone System） 

 東京ドローンアカデミー（株式会社セピアコーポレーション） 

 那須ドローンスクール（川田建設株式会社） 

 ODC ドローンスクール（株式会社 ODC） 

 PAS ドローンスクール大阪（パシフィックエアサービス株式会社） 

 soramichi ドローンスクール（株式会社大光） 



「JUIDA SCHOOL AWARDS 2022」スクール活動内容 応募資料 

スクール名（法人名）  NEXAIRS DRONE ACADEMY   

 

・タイトル 

 

・応募内容要旨 

 

・アピールポイント 

審査基準である、以下の 5 つのポイントを意識して、アピールポイントを記入してください。 

１． 独自性／２．先進性／３．創意工夫／４．受講者視点／5．安全教育の視点 

７歳からのドローン航空教室 ～未来の航空安全を担う国際人材育成に向けて～ 

1. 独自性 子どもを対象としたドローン教室は全国でも数少なく、特にインターナショナルスクー

ルの授業として開催されている事例は極めて限られている。 

2. 先進性 日本国籍の子ども以外に、外国籍の子どもたちにも、簡単なことばを用いてドローンが

できることや将来の展望などについて説明し、興味を持ってもらうことができた。トイドローン

による体験も行い、未経験の子どもが「楽しい」「やってみたい」と思うきっかけづくりを提供。 

3. 創意工夫 初めての子どもも楽しめるよう、中型ドローン、小さなドローンなど様々な機体を実

際に見たり触ったりできるようにし、クイズなどを準備。また、安全対策として、ドローンの飛

行は屋上にネットを張った空間内のみとし、参加者はネットの外から操作することで安全を担保

した。年齢を問わず全員が参加し、お互いに助けあったり拍手したりという様子が見られた。 

4. 受講者視点 子どもたち以外に外国人教師からも関心が高く、毎月継続的に開催することとなっ

た。一方、授業は任意参加としていたが、保護者が「ドローンは危険」と認識しているため参加

したくてもできない子どもが数名いた。一般にはドローンに対し「不安」と感じる人も多いと考

えられるため、学校での活動を通じて、どのように安全を管理しているか、何ができるのかなど

の基本的な知識に普及に努め、受容性向上に寄与することができればと考えている。 

5. 安全教育の視点 航空安全のためのノンテクニカルスキル「CRM（クルー・リソース・マネジメ

ント）」について、子どもたちにもその要点を知ってもらうよう教材制作などを行っている。弊社

スクールでは、CRM に関する論文を発表しており、ドローン事故事例の分析や、次世代モビリテ

ィ利活用の国際標準に関する情報収集などを進めており、航空安全教育に順次活用する。 

ドローン利活用が急拡大する社会を目前に、中⾧期でのドローン人材の育成を目的とした子ども向け

のドローン教室を都内各地で開催。特に、インターナショナルスクールと連携した「ドローン航空教

室」では、国籍や言語を問わず７歳以上の子どもが自由に参加でき、ドローンを身近に感じてもらう

ための取り組みを進めている。インフラとしての活用が期待される数年後を見据え、安全管理をどの

ように行うかについて、有人航空機で国際標準として用いられている安全管理スキル「CRM（クルー・

リソース・マネジメント）」の要点を学べるよう、国内外のパイロット経験者がサポートしている。 























 

「JUIDA SCHOOL AWARDS2022」スクール活動内容 応募資料 

スクール名（法人名）OceanOneDroneSchool(合同会社オーシャンワン) 

 

・タイトル 

 

・応募内容要旨 

 

・アピールポイント 

審査基準である、以下の 5 つのポイントを意識して、アピールポイントを記入してくださ

い。１． 独自性／２．先進性／３．創意工夫／４．受講者視点／5．安全教育の視点 

スクール卒業生で構成された防災チームが県面積の約三分の一をカバー！ 

スクールの受講目的は、建設業・警備業・宿泊業・趣味の空撮と様々ではあるが、災害対応

等の訓練により、受講者に対してはドローン活用と技術向上意識を高めるとともに、県民に

対してはこれらの広報によりドローンに対する理解と期待を高めることができた。 

被災状況把握及び捜索活動訓練を追加してスクール生の防災意識を高めるとともに、希望者を

募り、居住地ごとに防災チームを結成させ、各自治体との防災協定をコーディネートした。 

その結果、7 月 7 日時点で徳島県面積の 32.5％をカバーするに至った。 



「JUIDA SCHOOL AWARDS2022」スクール活動内容
～防災に特化したトレーニングを追加して防災意識を高める～

１ 目的

南海トラフ地震は、今後30年以内に発生する確率が70から80％といわれ、昭和東南海

地震・昭和南海地震の発生から既に70年以上が経過していることから切迫性の高い状態

にあり、同地震発生時、本県(徳島県)は地震による家屋倒壊・巨大津波による大規模災

害が想定されている。また、近年の異常気象による豪雨災害等において、ボランティア

による防災活動は必要不可欠なものとなっている。

JUIDA認定スクールの使命として、スクール受講生の防災意識を高め、地域貢献に資

することを目的とする。

２ 教養内容

座学

災害発生時のドローン活用事例、必要性に関する教養

地元自治体との協定の必要性（緊急用務空域設定時の飛行について）

実技

被災状況の撮影、行方不明者捜索訓練実習

※講師２名が防災士

３ 防災チームの結成

卒業生のうち、防災活動を希望する者を募り、各居住地・事業所ごとに防災チームを

結成した。

防災チーム

①チーム小松島 ②チーム徳島 ③チーム阿南 → 合同会社オーシャンワン名

④チーム鳴門 → ファイブセキュリティシステム(警備業)名

⑤チーム那賀 → ノヴィルホールディングス株式会社(宿泊業)名

これら５チームの内、

2021年4月から2022年7月については

・ 2022年2月4日 鳴門市と④チーム鳴門

・ 2022年4月22日 徳島市と②チーム徳島

・ 2022年5月1日 那賀町と⑤チーム那賀

・ 2022年7月7日 阿南市と③チーム阿南

がそれぞれ防災協定を締結した。

なお、①チーム小松島については2020年11月2日に小松島市と締結済み

※ https://www.oceanone-drone.com/blog 参照(チーム那賀についてはコロナの関

係で調印式が無かったことから記載なし)

４ 今後の活動について

各自治体の防災訓練参加・チーム合同訓練の実施を通じて更なる操縦技能の向上と防

災意識の高揚を図ることとする。

また、地元チーム自体が被災することが十分予想されることから周辺チームからの応

援態勢を確立することで実効性を確立している。



 

「JUIDA SCHOOL AWARDS2022」スクール活動内容 応募資料 

スクール名（法人名） 

星翔高等学校ドローンスクール（学校法人浪工学園） 

 

・タイトル 

 

・応募内容要旨 

 

・アピールポイント 

審査基準である、以下の 5 つのポイントを意識して、アピールポイントを記入してくださ

日本初のドローン専科の専門学校の設立を目指す。 

①国産ドローンの操縦・点検資格制度の創設 

VFR 株式会社、株式会社 ACSL、株式会社理経と提携し、令和５年４月、国産ドローンの操

縦・点検資格制度を創設し、運用を開始します。この資格を取得することで、一定の水準以上

の操縦技術をもつパイロットであることの証明となります。 

データの漏洩や抜き取りの防止、機体の乗っ取りへの耐性を備え、各部品に至るまで、日本国

内において生産・開発され、セキュリティが担保された安全安心なドローン「国産ドローン」

への置き換えが進んでいます。国産ドローンを用いなければならない災害対応、インフラ点検

等の公共分野や監視・捜索、防衛等の分野においての活躍が大いに期待されています。 

②展示会での広報・普及活動 

６月２１日・２２日・２３日開催の JapanDrone２０２２、９月１日・２日開催の第１回ドロ

ーンサミットに出展し、国産ドローンの操縦・点検資格のカリキュラム内で取り扱う 

星翔高等学校ドローンスクールにおいて、JUIDA 認定無人航空機操縦技能証明・安全運航管

理者証明の資格取得講習会の実施、星翔高等学校における「ドローン教育」の実施の経験を糧

に、令和６年４月にドローンの専科の専門学校を開校し、「ドローン」に関するより専門性の

高い技術・知識を取得し、各分野において「ドローン」を安全に運用できる人材・指導できる

人材・即戦力として活躍できる人材を輩出していきたいと考えています。 

そのために、民間の資格取得機関では取り扱えないような５００時間以上にも及ぶ実践的な操

縦実習やリスクアセスメント実習、国産ドローンの操縦資格取得等を行える唯一無二のカリキ

ュラムや環境を整えています。 



い。１． 独自性／２．先進性／３．創意工夫／４．受講者視点／5．安全教育の視点 

 「SOTEN」「PF2」「MINI」の展示、バーチャルトレーナーの展示・体験を行い、国産ドロ

ーンの普及・広報を実施。 

③国家資格１等・２等取得のための登録講習機関を目指す 

専門学校の社会的責任として地域の一般の方向けに「生涯学習」「地域人材の育成」の場を

提供していきたいと考えています。JUIDA 無人航空機技能証明・安全運航管理者証明の資

格取得講習はもちろんのこと、国家資格の取得講習の機会提供を行えるよう、登録講習機関

の認可をいただけるよう、準備を進めています。 

④星翔高等学校における「ドローン教育」 

工業科の生徒は、４８時間の「ドローン」に関する実習を行っています。（１年生「工業技

術基礎（ドローンの基礎的な操縦）」６時間、２年生「電子工学科実習（JUIDA 無人航空機

操縦技能証明の取得・レース用ドローンの製作）」２４時間、３年生「課題研究（ドローン

に関する研究）」） 

⑤星翔高等学校無人航空機研究部における活動 

ドローンサッカー、ドローンレースの大会出場に向けて、練習に励んでいます。ドローンサ

ッカーでは、チームで協力して行う競技であることから、練習を通して、操縦スキルだけで

なく、協調性やコミュニケーション能力、計画力等のスキルの向上が見込めます。ドローン

レースでは、試行錯誤を繰り返しながら、少しでもタイムが縮められるよう日々練習に取り

組んでいます。 

⑥摂津市社会福祉協議会との災害ボランティア支援に関する協定を締結 

「自然災害発生時における災害ボランティアセンター支援に関する協定書」を締結しまし

た。摂津市が地震や風水害など自然災害で被災した際、社会福祉協議会様が災害ボランティ

アセンターの運営を担います。在学中にドローンに関する資格取得ができる本校と協定を

締結することで、万一の際、迅速に道路の寸断や家屋倒壊などをドローンで状況確認し、的

確に災害ボランティアセンターを運営できるようになります。 

⑦摂津警察署とドローンを活用した避難訓練の実施 

摂津警察署と合同でドローンを活用した避難訓練を実施しました。地震発生後、ドローンで

避難場所まで誘導を行うほか、避難途中、要救護者が発生することを想定し、ドローンによ

る AED の搬送。警察官による要救護者の保護・搬送、装備資機材を活用した倒木・瓦礫の

除去等、お互いの強みを存分に発揮し合える訓練を企画・実施。学校と警察署の社会的責任

として、自助・共助の意識を地域コミュニティに根付かせ、地域防災力を向上させるための

第一歩となりました。今後もシチュエーションを変えて、ドローンを活用した合同訓練を企

画したいと考えています。 


